
新潟県初入港！

城
倫
太
郎
）（
両
日
）、
第
３
０
普
通
科
連
隊
（
連
隊
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１
陸
佐　

郡
山
伸
衛
）、（
両
日
）

自
衛
官
へ
の
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。」
と
話
し
た
。

特
別
見
学
で
は
、
乗
組
員
で
な
け
れ
ば
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
艦
橋
や
作
業
艇
の
格
納

で
き
て
、
疑
問
に
思
っ
て
い
た
こ
と
や
不
安
な
こ
と
な
ど
質
問
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

２
海
佐　

藤
原
明
永
）
の
艦
艇
広
報
を
第
１
２
偵
察
戦
闘
大
隊
（
大
隊
長　

２
陸
佐　

結

川
「
阿
賀
野
川
」
に
由
来
、
主
砲
・
近
接
防
空
ミ
サ
イ
ル
・
対
艦
ミ
サ
イ
ル
・
ア
ス
ロ
ッ

日
間
合
わ
せ
て
の
べ
８
０
０
０
人
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年
同
港
で
行
わ
れ
た
「
あ
さ

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
艦
艇
広
報
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
志
願
者

日
、
新
潟
西
港
に
お
い
て
海
上
自
衛
隊
第
１
４
護
衛
隊
所
属
、
護
衛
艦
「
あ
が
の
」（
艦
長

ク
短
魚
雷
・
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
対
応
し
う
る
装
備
の
他
、
海

護
衛
艦
「
あ
が
の
」
は
昨
年
就
役
し
、
艦
名
は
新
潟
県
を
流
れ
日
本
海
に
注
ぐ
一
級
河

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
７
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）
の
両

雷
戦
能
力
を
獲
得
し
た
最
新
鋭
の
多
機
能
護
衛
艦
で
あ
り
、
新
潟
県
へ
入
港
す
る
の
は
今

ク
ト
で
驚
き
ま
し
た
。」
な
ど
の
感
想
を
語
っ
た
。

獲
得
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

自衛隊新潟地方協力本部

多機能護衛艦「あがの」艦艇広報

上
自
衛
隊
で
初
め
て
無
人
機
に
よ
る
機
雷
処
分
を
実
施
し
、
護
衛
艦
と
し
て
は
初
め
て
機

当
日
は
「
あ
が
の
」
の
新
潟
入
港
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
来
場
者
が
会
場
を
訪
れ
、
２

ぎ
り
」
艦
艇
広
報
を
上
回
る
数
で
、
過
去
最
高
の
来
場
者
と
な
っ
た
。

募
集
ブ
ー
ス
で
は
、
広
報
官
に
よ
る
自
衛
隊
制
度
説
明
や
現
役
防
大
生
と
の
懇
談
会
が

ら
し
い
香
り
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。」「
艦
橋
が
想
像
し
た
以
上
に
シ
ン
プ
ル
か
つ
コ
ン
パ

新
潟
救
難
隊
（
隊
長　

２
空
佐　

景
浦
浩
）（
５
日
の
み
）
と
と
も
に
実
施
し
た
。

回
が
初
め
て
で
あ
る
。

庫
な
ど
を
乗
組
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
回
っ
た
。
見
学
者
は
「
艦
内
に
入
る
と
新
造
艦

設
け
ら
れ
、
対
象
者
や
そ
の
家
族
が
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
、「
直
接
お
話
し
す
る
こ
と
が


